
1

関数 f(x) = ex
2

の x = 1 における微分係数は f ′(1) = （え） であり，関数

g(x) =
√
ex− ex (x > 0) の x = e における微分係数は g′(e) = （お） である．

また，関数 h(x) を合成関数 h(x) = (g ◦ f)(x) で定めると，曲線 y = h(x)上の点

(1, h(1)) における法線の傾きは （か） である．
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【答】
（え）

2e

（お）

1
2

− e

（か）

1
(2e− 1)e

【解答】

f(x) = ex
2

を微分すると

f ′(x) = ex
2

· 2x ∴ f ′(1) = 2e ……（答）

である．g(x) =
√
ex− ex (x > 0)を微分すると

g′(x) = 1
2
√
ex

· e− e =

√
e

2
√
x

− e ∴ g′(e) = 1
2

− e ……（答）

である．
h(x) = (g ◦ f)(x)のとき

h′(x) = {g(f(x))}′ = g′(f(x))f ′(x)

=

( √
e

2
√
ex2

− e

)
· (2xex

2

)

∴ h′(1) =
(
1
2

− e
)
· (2e) = (1− 2e)e

であるから，曲線 y = h(x)上の点 (1, h(1)) における法線の傾きは

− 1
h′(1)

= 1
(2e − 1)e

……（答）

である．


